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上
田
高
校
新
聞
班
（
中
村

茉
由
子
班
長
・
123
期
）
と
４
月

に
同
窓
会
館
で
面
会
す
る
機
会

が
あ
っ
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
日
常
化
し
た
世
代
だ
が
「
印

刷
さ
れ
た
新
聞
を
手
に
取
る
と
達
成
感
が
あ

る
」
と
話
す
。
４
月
８
日
付
紙
面
に
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
米
国
へ
出
向
い
た

在
校
生
の
記
事
が
載
り
、
海
外
研
修
や
国
際

貢
献
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
が
に
じ
む
▼
頼

も
し
く
思
う
と
と
も
に
時
代
の
変
化
を
感
じ

た
の
は
、
生
徒
会
誌
「
松
籟
」
の
過
去
70
年

分
を
拾
い
読
み
し
た
せ
い
も
あ
る
。
第
14
号

（
１
９
６
６
年
）
は
特
集
Ⅱ
で
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
を
取
り
上
げ
、
第
21
号
（
74
年
）
は
特
集

「
上
高
生
」
を
組
み
、「
恥
も
外
聞
も
か
な
ぐ

り
捨
て
て
」
駅
前
や
書
店
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
て
い
る
▼
松
尾
祭
で
の
「
た
ま
ご
投
げ
」

を
知
る
同
窓
生
は
も
う
年
配
者
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
問
題
提
起
し
た
第
29
号
（
82
年
）
は

生
徒
総
会
で
の
発
言
や
学
校
側
の
見
解
も
掲

載
。「
た
か
が
卵
、
さ
れ
ど
卵
」
を
論
じ
合
っ

た
当
時
の
空
気
が
伝
わ
る
▼
表
現
や
発
表
の

場
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
青
年

の
一
徹
さ
、
常
識
を
疑
っ
て
み
る
気
概
が
満

ち
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
今

の
若
者
も
少
子
高
齢
化
社
会
を
生
き
抜
く
課

題
を
背
負
っ
て
い
る
。
ど
れ
ほ
ど
便
利
さ
を

手
に
し
て
も
自
分
の
未
来
ま
で
誰
か
に
お
任

せ
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
だ
▼
松

籟
第
38
号
（
91
年
）
は
そ
ん
な
風
潮
を
予
測

し
た
の
か
論
説
を
復
活
さ
せ
、
前
口
上
で
呼

び
掛
け
た
。「
上
田
高
校
生
徒
諸
君
に
告
ぐ
。

と
に
か
く
何
か
を
主
張
し
よ
う
。
そ
れ
が
上

田
高
校
な
ら
び
に
日
本
国
に
対
し
て
の
最
大

の
貢
献
で
あ
る
と
思
う
」。
現
代
に
も
響
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

（
松
）

お
堀

ば
た

ご
あ
い
さ
つ

校
長
　
宮
下
　
美
和

同
窓
会
活
動
の
課
題�
理
事
長  

金
子 

元
昭

2024年度 会員大会
ご案内

◦会　場	 上田東急REIホテル
	 上田市天神 4-24-1  TEL.0268-24-1401
◦受　付	 14：00 ～
◦開　会	 14：30 ～
◦講演会
　講師　日本経済新聞社 本社コメンテーター

中山　淳史 氏（81期）

　演題　「ゴーンさん、
ちょっと待ってください

　　　　　～「スター経営者」を
追った7000日」

◦懇親会	 17：30 ～
◦会　費	 6,000 円

★期　日　10月19日㈯

　

新
学
期
が
始
ま
り
、上
田
高

校
で
は
全
日
制
321
人
、定
時
制

22
人
の
新
入
生
が
入
学
し
ま
し

た
。同
窓
会
も
５
月
末
の
定
時

総
会
で
新
し
い
活
動
方
針
、体

制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

上
田
高
等
学
校
同
窓
会
は

現
役
の
上
田
高
校
生
に
対
す

る
支
援
と
同
窓
生
の
交
流
促

進
の
２
つ
を
目
的
に
掲
げ
、本

部
の
他
に
北
海
道
同
窓
会
、仙

台
支
部
、関
東
同
窓
会
、長
野

支
部
、中
南
信
支
部
、関
西
同

窓
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活

発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。県

内
の
高
校
同
窓
会
の
多
く
は

同
窓
生
の
交

流
だ
け
を
目

的
と
す
る
中
、

本
同
窓
会
は

現
役
生
徒
へ

の
支
援
も
掲

げ
て
お
り
、毎

年
多
大
な
援

助
を
し
て
き

ま
し
た
。歴
代

の
校
長
先
生

か
ら
は
こ
の

点
で
多
く
の

感
謝
の
お
言

葉
を
い
た
だ

い
て
き
ま
し

た
。特
に
、政

府
の
財
団
改

革
で「
社
団
法
人
」か
ら「
一般
社

団
法
人
」へ
の
改
組
が
２
０
１
２

年
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
、社
団

法
人
時
代
に
蓄
え
て
き
た
基

金
を
今
年
度
ま
で
に「
公
益
目

的
支
出
」と
し
て
学
校
へ
の
追

加
支
援
で
消
費
し
て
き
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
は
そ
の
財
源
が
な

く
な
る
た
め
、今
ま
で
同
様
の

支
援
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

同
窓
会
で
は
活
動
を
継
続

す
る
た
め
に
、会
員
の
皆
様
に

会
費
納
入
を
お
願
い
し
て
き

ま
し
た
。納
入
方
法
も
従
来
の

郵
便
局
か
ら
の
振
り
込
み
に

加
え
、コ
ン
ビ
ニ
支
払
、ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
、そ
し
て

今
年
か
ら
は
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

決
済
支
払
も
可
能
に
し
、気

軽
に
納
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
同
窓
生
に
上
田
高
校

そ
し
て
同
窓
会
の
活
動
を
お

伝
え
し
、多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
け
る
機
会
を
増
や
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、会
費

納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
化
に
伴
い
、「
友
達
」が

人
生
の
最
大
の
資
産
だ
と
気

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
い

つ
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
令
和
５
年
の

５
月
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
制

限
が
緩
和
さ
れ
て
、
ほ
ぼ
通

常
の
学
校
生
活
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
松
尾
祭
は
一
般
公
開

を
行
い
、
春
休
み
の
希
望
者

に
よ
る
海
外
研
修
も
実
施
し

ま
し
た
。
海
外
研
修
支
援
募

金
に
多
く
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
実
り
多
い

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
学
校

で
過
ご
し
て
感
じ
る
こ
と

は
、「
伝
え
る
こ
と
の
難
し

さ
」
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
制

限
が
続
い
た
こ
と
で
、
松
尾

祭
な
ど
の
行
事
の
や
り
方
の

細
か
い
部
分
が
わ
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
何
回
も
あ
り

ま
し
た
。
前
年
の
様
子
を
見

て
、
記
録
に
残
す
ま
で
も
な

く
、
伝
わ
っ
て
き
て
い
た
こ

と
が
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

様
子
を
知
る
人
に
話
を
聞

い
て
復
活
さ
せ
た
り
、
コ
ロ

ナ
禍
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
採
用
し

た
り
し
て
よ
り
良
い
や
り
方

を
探
し
て
い
ま
す
。
伝
統
と

は
時
代
に
即
し
た
形
に
変

わ
っ
て
い
く
も
の
で
、
そ
れ

で
い
い
の
か
な
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。

づ
く
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

上
田
高
等
学
校
同
窓
会
も
同

窓
生
の
交
流
の
機
会
を
増
や

す
な
ど
し
て
、そ
の
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
へ
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

赤備えの車止めが置かれた『古城の門』（2024年4月14日撮影）
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栄えある受章
おめでとうございます。（敬称略）

2023 年　秋の叙勲
荒井　邦夫（61期） 旭日双光章
柳澤　　厚（68期） 瑞宝小綬章
小林　一雄（69期） 瑞宝小綬章
浪方　圭三（69期） 瑞宝双光章
滝澤　修一（70期） 旭日単光章
栁澤憲一郎（70期） 旭日小綬章

2024 年　春の叙勲
村居　正雄（59期） 旭日双光章
渋谷　一之（64期） 旭日双光章
武捨　貴昭（68期） 瑞宝小綬章
桜井　達雄（70期） 瑞宝小綬章

第 42 回 危険業務従事者叙勲
五十嵐英世（67期） 瑞宝単光章

2024年度定時総会が開催されました。
　

５
月
25
日
㈯
、
２
０
２

４
年
度
定
時
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
池

田
総
一
郎
氏
（
78
期
）
が

選
任
さ
れ
、
議
長
よ
り
議

事
録
署
名
人
に
沓
掛
重
憲

氏
（
67
期
）、
茅
野
崇
氏

（
85
期
）
を
指
名
し
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
決
議
事
項

３
議
案
が
審
議
・
承
認
さ

れ
、
４
件
の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
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年会費収入推移（単位：千円）

第
１
号
議
案

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告

及
び
会
計
報
告
の
承
認

　

収
益
の
部
で
、
年
会
費

収
入
は
前
年
度
よ
り
26
万

円
弱
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

新
入
生
の
入
会
率
改
善
も

あ
り
年
会
費
、
入
会
金
の

ト
ー
タ
ル
で
は
前
期
比
増

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
経

費
の
部
は
ほ
ぼ
予
算
通
り

の
執
行
で
、
経
常
損
益
は

予
算
内
に
納
ま
り
ま
し
た
。

　

年
会
費
収
入
増
が
重
要

な
課
題
で
す
。
昨
年
度
、

よ
り
手
軽
に
納
入
で
き
る

よ
う
に
導
入
し
ま
し
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
払

込
み
に
つ
い
て
は
、
初
年

度
で
、
利
用
件
数
は
ま
だ

多
く
な
か
っ
た
も
の
の
、

半
数
以
上
は
新
た
に
会
費

納
入
を
し
て
い
た
だ
い
た

会
員
か
ら
で
あ
り
ま
し
た
。

第
２
号
議
案　

理
事
選
任
、

第
３
号
議
案　

監
事
選
任

　

任
期
満
了
に
伴
い
理
事

20
人
（
う
ち
新
任
４
人
）、

監
事
５
人
（
う
ち
新
任
２

人
）
が
選
任
さ
れ
、
総
会

後
の
理
事
会
で
理
事
長
・

副
理
事
長
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。�

（
左
表
参
考
）

公
益
目
的
支
出
計
画
実
施

報
告

　

２
０
２
３
年
度
も
学
校

へ
の
助
成
な
ど
４
事
業
を

継
続
実
施
し
ま
し
た
。
本

計
画
は
２
０
２
４
年
度
末

を
も
っ
て
完
了
と
す
る
計

画
で
あ
り
ま
す
。
２
０
２

３
年
度
末
時
点
で
通
算
の

実
施
総
額
は
計
画
を
約
50

万
円
下
回
っ
て
お
り
、
２

０
２
４
年
度
も
当
初
計
画

を
上
回
る
実
施
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算

　

年
会
費
収
入
の
増
加
を

は
か
る
た
め
、
昨
年
度
開

始
し
ま
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
払
込
み
に
加

え
、
今
年
度
８
月
か
ら
は

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済
支
払

も
可
能
に
し
、
い
つ
で
も

手
軽
に
払
込
み
い
た
だ
け

る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

好
評
で
あ
る
年
会
費
納
入

者
に
対
し
て
の
、
高
校
吹

奏
楽
班
・
室
内
楽
班
の
定

期
演
奏
会
へ
の
優
待
席
チ

ケ
ッ
ト
の
抽
選
配
布
を
継

続
し
ま
す
。

　

公
益
目
的
支
出
の
状
況

は
前
記
の
通
り
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
２
０
２
４
年
度

も
当
初
計
画
を
上
回
る
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

2024 年 3 月 31 日現在

創立 120 周年記念事業 収支決算中間報告書
（単位：円）

収　　入　　の　　部
1. 110 周年繰越金 2,177,649
2. 募　金
　　　同窓生 43,001,576
　　　PTA 2,000,000
　　　一般 1,878,000
3. 預金利子 442

収入合計 49,057,667

支　　出　　の　　部
1. 空調機器導入・設置 15,130,000
　　　付帯工事 161,700
2. 堀　水源井ポンプ 1,870,000
　　2021.10　配管追加工事 220,000
　　2022.８　配管・ポンプ引上げ清掃 1,650,000
3. 漏水防止・堀浚渫 18,000,000
4. 校史出版※（予算 5,000,000） 235,968
5. 会員データ整備・名簿作成 776,820
6. 記念式典 943,900
7. 学校内記念行事 1,000,000
8. 募金募集経費 3,065,103
9. 予備費（＝現時点の120周年記念事業会計残） 6,004,176

支出合計 49,057,667
※年内に発行予定

理 事 長 金子　元昭（68）
副理事長 増島　良介（75）
副理事長 山越　雅明（76）
副理事長 安齋　理江（80）
理　　事 関　　博明（72）
理　　事 森　　浩二（73）
理　　事 石塚　博敏（74）
理　　事 関　　勇治（77）新任
理　　事 澤路　春代（78）
理　　事 小林　明宏（79）
理　　事 和田　澄夫（80）
理　　事 中村　和宏（81）
理　　事 倉沢　一彦（82）
理　　事 近藤　雅浩（83）新任
理　　事 大島　洋一（84）
理　　事 西田　拓生（85）
理　　事 竹内かおる（86）
理　　事 藤井　哲也（87）
理　　事 戸堀　真澄（88）新任
理　　事 金井　賢一（89）新任
監　　事 宮下　　聡（90）
監　　事 青木　三奈（91）
監　　事 清水　研吾（92）
監　　事 宮沢　紀美（93）新任
監　　事 西澤　　優（94）新任

顧　　問 笠原　一洋（53）
顧　　問 日置　勇二（60）

理事・監事・役員（任期2年）

71期の皆様へ

代表代議員：安藤　隆徳（８組）
代　議　員：塩入　法道（１組）　成澤　英彦（２組）　荒井　隆夫（３組）　峯村　秀則（４組）
　　　　　　塩本　幸子（５組）　芦田　基樹（６組）　土屋久美子（７組）

期　日：令和6年 9月 7日㈯
会　場：上田東急REI ホテル（上田駅温泉口）TEL.0268-25-0109
会　費：8,000円（事務費含む）
参加連絡まだの方は
　藤井090-1120-0067／安藤 090-8328-6969（以上ショートメール可）
　安藤メール：gwewlb70@qc.commufa.jp　までご連絡ください。皆さんのご参加お待ちします。

七志会再開します。
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仙
台
支
部

関
東
同
窓
会

関
西
同
窓
会 北

海
道
同
窓
会

中
南
信
支
部

長
野
支
部

　

今
年
の
関
東
同
窓
会
の
新
年
会

は
１
月
20
日
㈯
に
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
能
登
半
島
地
震
の

犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
小
林
公
哉
氏（
115

期
）に
よ
る
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
と
ス
ネ

ア
ド
ラ
ム
の
演
奏
会
で
し
た
。ビ
ブ

ラ
フ
ォ
ン
の
神
秘
的
な
音
色
、ス
ネ

ア
ド
ラ
ム
の
想
像
を
超
え
た
奏
法

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
響
き
に
酔
い
し

れ
ま
し
た
。

　

引
続
き
、懇
親
会
を
４
年
ぶ
り
の

　

今
年
の
総
会
を
６
月
下
旬
に

開
催
し
ま
し
た
。会
員
の
方
々
は

ま
だ
現
役
社
会
人
が
多
く
半
分

程
の
参
加
で
し
た
。

　

会
員
の
近
況
報
告
、在
校
生
時

代
の
校
長
面
接
や
ク
ラ
ス
替
え
、

大
学
受
験
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

　

北
海
道
同
窓
会
は
総
会
と

会
報
発
行
を
主
に
活
動
し
て

い
る
が
、
高
齢
化
が
進
み
集

ま
る
人
も
固
定
化
さ
れ
て
い

る
現
状
が
あ
る
。
新
し
い
参

加
者
の
開
拓
に
努
力
を
し
て

い
る
が
容
易
で
は
な
い
。
会

を
解
散
し
て
し
ま
う
こ
と
は

簡
単
だ
が
、
一
度
止
ま
っ
た

電
車
を
動
か
す
の
は
更
に
険

し
い
。
今
が
踏
ん
張
り
時
か

な
と
思
っ
て
い
る
。

（
73
期　

北
澤
多
喜
雄
）

　

４
年
ぶ
り
に
総
会
を
ホ
テ

ル
で
開
催
し
、
来
賓
の
先
生

方
と
共
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
奈

良
県
立
医
大
の
酒
井
宏
水
教

授
（
83
期
）
に
人
工
赤
血
球

の
開
発
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き
、

人
類
の
生
へ
の
飽
く
な
き
挑

戦
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

文
化
交
流
会
で
は
京
都
市

国
際
交
流
会
館
を
訪
れ
、
国

際
文
化
交
流
で
の
貴
重
な
お

91期の皆さま
今年は会員大会の当番期です。
当日のご参加、大会運営にご協力をお願いします。

1993 年 3 月卒業
～あれからもう 31年～

代表代議員　塩崎　和彦（３組）
代　議　員　小林　弘輝（１組）　　竹内裕紀子（２組）　　下村　真也（４組）　　林　美智代（５組）
　　　　　　永井　健司（７組）　　橋詰　聡史（８組）　　和田　美奈（９組）　　齋藤　竜太（10組）
　　　　　　井出　　誠（11組）　　西澤真理子（11組）

　

中
南
信
支
部
の
会
員
数
は

約
500
人
。
松
本
平
を
中
心
に

大
町
・
諏
訪
・
飯
田
ま
で
広

範
囲
に
わ
た
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
久
し
ぶ
り
の
支

部
総
会
を
７
月
に
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
は
支
部
が
発
足

し
て
30
年
の
節
目
の
年
。
ま

だ
ま
だ
感
染
症
リ
ス
ク
は
あ

り
ま
す
が
、
状
況
を
み
な
が

ら
、
秋
の
開
催
に
戻
し
実
施

の
予
定
で
す
。

●
11
月
２
日
㈯	

　

於 

ホ
テ
ル
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
松
本

　

主
役
は
会
員
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
会

員
の
活
躍
ぶ
り
・
動
向
を
と

り
あ
げ
充
実
を
図
り
た
い
と

　

札
幌
は
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
間
に
合
っ

て
桜
が
咲
き
、

足
元
で
は
水
仙

や
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
も
咲
き
出
し
、

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
、そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
繰
り
返
さ
れ
る
自
然
の

営
み
の
中
で
我
々
は
生
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
。

　

７
月
８
日
、令
和
６
年
度
長

野
支
部
総
会・七
夕
会
を
本
部・

中
南
信
支
部
、母
校
か
ら
ご
来

賓
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
た
。

　

金
子
理
事
長
、小
池
中
南
信

支
部
長
、宮
下
校
長
か
ら
は
同

窓
会
の
現
状
や
母
校
生
徒
の

活
躍
な
ど
を
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、今
年
は
東
京
六
大
学

野
球
で
活
躍
さ
れ
た
丸
山
清

光
氏（
70
期
）に「
野
球
と
私
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、

高
校・大
学
時
代
の
野
球
の
話

題
や
、上
田
高
校
並
び
に
野
球

部
の
歴
史
な
ど
大
変
興
味
深

い
お
話
を
伺
っ
た
。

　

総
勢
90
人
超
の
宴
と
な
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

（
75
期　

五
明　

勲
）

を
話
題
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
堀
内
博
氏（
53
期・歯
科

医
師
）の
米
寿
の
お
祝
い
も
行
い

ま
し
た
。

　

当
支
部
、従
来
よ
り
転
勤
等

で
来
ら
れ
た
短
期
会
員
で
も
大

歓
迎
で
す
。入
会
希
望
の
方
は
是

非
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
63
期　

小
林　

邦
英
）

話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
更
に
南
禅
寺
、
無む

鄰り
ん

菴あ
ん

等
を
訪
れ
、
日
本
の
歴

史
の
一
端
に
触
れ
る
機
会

を
得
ま
し
た
。

　

文
化
サ
ロ
ン
で
は
「
中

国
の
台
頭
と
米
中
競
合
論

を
考
え
る
」
と
題
し
て
竹

内
俊
隆
監
事
（
68
期
）
に
、

中
国
の
政
治
的
野
望
と
関

連
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

多
面
的
に
お
話
頂
き
、
国

際
問
題
の
難
し
さ
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
64
期　

隅
田
修
一
郎
）

丸山清光 氏
（70 期）

思
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
忘
年

の
交
わ
り
と
多
様
性
。

（
74
期　

金
井　

則
人
）

立
食
形
式
の
食
事
会
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。歓
談
は
途
切
れ
な

く
続
き
ま
し
た
が
時
間
が
迫
り
、久
し
ぶ
り
の
声
を
出
し
て
の
校

歌
大
合
唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。�
（
75
期　

平
林　
一
央
）
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街
道
歩
き
と
庭
つ
く
り64期

　
清
水
　
計か

ず

枝え 

さ
ん

同
級
生
と
の
奇
遇
な
再
会

八
十
二
銀
行
、長
野
銀
行 

執
行
役
員
上
田
支
店
長
対
談

　

64
期
は
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を
持
っ
て
い
ま

す
。そ
こ
に
は
、東
海
道・中
山

道・北
陸
道・千
国
街
道
な
ど
の

街
道
歩
き
の
記
録
が
満
載
で

す
。今
年
は
北
国
街
道
沿
い
の

史
跡
を
散
策
し
て
い
る
そ
う

で
す
。４
月
21
日
に
小
諸
宿
を

14
人
で
歩
か
れ
る
と
い
う
の
で

７
期
下
、小
諸
在
住
の
私
も
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
、退
職
後
、同

期
の
女
性
36
人
に
声
を
か
け

て
街
道
歩
き
を
始
め
ま
し
た
。

男
性
か
ら
の
参
加
希
望
が
あ

る
と
、「
女
性
よ
り
前
を
歩
か

な
い
こ
と
」と
条
件
を
つ
け
た

の
だ
そ
う
で
す
。

　

計
画
を
立
て
、記
録
の
冊
子

を
残
す
の
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。同
窓
会
に
寄
贈
さ
れ

た
そ
の
冊
子
の
重
さ
に
感
動
し

ま
し
た
。

　

さ
て
庭
で
す
。

　

八
重
原
台
地
が
ゆ
る
や
か

に
う
ね
り
、庭
の
向
こ
う
に
は
、

池
が
広
が
り
ま
す
。東
御
市
が

分
譲
す
る
時
の
条
件
は
、生
垣

は
構
わ
な
い
が
塀
は
Ｎ
Ｇ
と
。

元
は
芦
原
で
、庭
に
す
る
た
め

に
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
の
土
を
入

れ
た
そ
う
で
す
。

　

家
は
、娘
さ
ん
の
別
荘
で
、春

か
ら
秋
ま
で
管
理
は
清
水
さ

ん
が
行
っ
て
い
ま
す
。娘
さ
ん

は
園
芸
学
科
の
Ｏ
Ｇ
、夫
は
種

苗
会
社
勤
務
、と
庭
つ
く
り
を

助
け
て
く
れ
る
人
材
が
い
て
、

雨
水
は
大
き
な
貯
水
槽
に
貯

め
て
使
う
と
か
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
留
学
経
験
の

あ
る
娘
さ
ん
と
、シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
生
家
の
庭
を
見
て
、こ

れ
く
ら
い
の
広
さ
な
ら
自
分
で

も
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
そ
う
で
す
。

　
「
親
子
の
理
想
は
、イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
。加
え
て

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
に

で
て
く
る
植
物
を
網
羅
し
て

み
た
い
。雑
草
も
花
の
う
ち
。

草
む
し
り
の
対
象
は
、タ
ン
ポ

ポ
と
ク
ロ
ー
バ
ー
だ
け
」と
の

こ
と
で
す
。

　

実
際
は
標
高
750
メ
ー
ト
ル

の
地
で
は
冬
の
寒
さ
と
北
風
で

思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
が

多
い
そ
う
で
す
。イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
に
必
須
の
リ
ン

ゴ
の
木
は
、植
え
て
も
虫
の
被

害
で
と
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
の

だ
と
か
。

　

清
水
さ
ん
の
庭
は
、明
神
館

か
ら
歩
い
て
５
分
と
言
わ
れ

た
の
に
、道
に
迷
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。ハ
ウ
ス
で
花
の
苗
を

作
っ
て
い
る
人
に
尋
ね
る
と
、

あ
の
辺
は
別
世
界
だ
か
ら
わ

か
ら
な
い
よ
と
、言
わ
れ
ま
し

た
。イ
ギ
リ
ス
の
郊
外
に
似
て

い
る
一
画
で
し
た
。�

（
星
野
）

昭和63（1989）年3月卒業昭和63（1989）年3月卒業

期期のみなさんのみなさん!! 今年は 今年は会員大会会員大会のの当番期当番期ですです
2024 年

10 月 19 日㈯開催

当日のご参加、お待ちしています。

同窓会理事：竹　内　かおる（４組）
代表代議員：柳　澤　雄次郎（１組）
　　代議員：成　澤　嘉　彦（１組）
　　　　　　小　柳　奈　己（３組）
　　　　　　小　山　一　三（３組）

代議員：斎　藤　宗　治（５組）
　　　　繁　田　　　修（５組）
　　　　神　野　　　岳（９組）
　　　　鳥　海　和　宏（10組）

※ 120 周年記念事業寄付金　86期は目標額に到達しました !　皆様のご協力、本当ありがとうございました。

　

２
０
２
３
年
６
月
、
長
野

県
を
代
表
す
る
金
融
機
関
、

八
十
二
銀
行
と
長
野
銀
行
が

経
営
統
合
し
ま
し
た
。
２
０

２
６
年
１
月
の
両
行
合
併
に

向
け
、
県
民
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
の
歴
史
に
も
大
き

く
残
る
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中

に
は
も
う
一
つ
、
上
田
高
校

に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が

あ
り
ま
す
。

　

両
行
の
上
田
支
店
長
は
、

実
は
83
期
３
組
の
同
級
生
な

の
で
す
。
３
年
間
共
に
学
ん

だ
学
友
が
上
田
地
域
の
基
幹

支
店
を
率
い
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
で
今
回
、
八
十
二
銀
行

の
堀
内
厚
志
氏
、
長
野
銀
行

の
田
原
謙
治
氏
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

両
氏
は
高
校
卒
業
後
、
別

の
大
学
の
経
済

学
部
に
学
び
ま

し
た
。
大
学
時

代
の
夏
休
み
に

は
、
同
級
生
の

自
宅
に
集
い
大

い
に
親
交
を
深

め
た
よ
う
で
す
。

卒
業
後
は
、
共

に
銀
行
を
就
職
先
に
選
択
、

た
だ
将
来
こ
の
よ
う
な
形
で

巡
り
あ
わ
せ
が
あ
る
と
は
、

全
く
想
像
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、

２
０
２
２
年
６
月
、
八
十
二

銀
行
上
田
支
店
に
堀
内
氏
が

赴
任
、
そ
の
わ
ず
か
数
日
後
、

長
野
銀
行
上
田
支
店
に
田
原

氏
が
赴
任
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
の
再
会
に
大
変
驚
い
た
と
、

そ
の
時
の
心
情
を
語
り
ま
す
。

そ
し
て
同
年
９
月
、
両
行
の

経
営
統
合
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
「
腰
を
抜
か

す
ほ
ど
び
っ
く
り
し
た
」
と

率
直
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

世
紀
の
銀
行
合
併
に
先
立
ち

行
わ
れ
た
人
事
に
つ
い
て
、
周

囲
で
は
「
同
級
生
だ
か
ら
？
」

と
い
っ
た
銀
行
と
し
て
の
戦
略

的
背
景
を
考
え
る
声
が
多
く

上
が
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
実
際
に
は
そ
の
意
図
は
な

く
、
こ
の
奇
遇
な
再
会
を
知
っ

た
上
層
部
で
は
大
変
な
驚
き

が
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
「
互
い
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス

タ
イ
ル
は
似
て
い
る
。
私
達

の
絆
を
中
心
に
し
て
上
田
地

域
の
他
の
支
店
長
同
士
の
融

和
も
進
ん
で
い
く
だ
ろ
う
」

と
堀
内
氏
、「
こ
れ
か
ら
合
併

と
い
う
大
事
業
を
成
し
遂
げ

る
中
で
、
上
田
地
域
の
基
幹

と
な
る
支
店
を
任
さ
れ
て
い

る
。
言
い
た
い
こ
と
を
言
い
合

い
、
良
い
方
向
に
す
る
方
策

に
つ
い
て
と
こ
と
ん
話
し
合

う
。
こ
れ
が
で
き
る
こ
と
は

大
変
強
み
に
な
る
。
高
校
の

絆
が
今
に
な
っ
て
あ
ち
こ
ち

で
生
き
て
い
る
」
と
田
原
氏
。

　

一
連
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
伺

い
、
両
氏
に
は
長
野
県
経
済

の
発
展
に
、
よ
り
一
層
寄
与

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
。（
小
柳
）

（
こ
の
対
談
は
４
月
17
日
に
同
窓
会

館
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
尚
、
６

月
の
人
事
異
動
で
両
氏
と
も
上
田
支

店
か
ら
転
出
さ
れ
ま
し
た
。）
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葉
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９
９
９
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。
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知
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９
９
７
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Ｔ
Ａ
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録
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。
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収
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。
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Ｔ
Ａ
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。
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史
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、
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、
能
登

半
島
で
富
山
湾
を
望
む
七

尾
。
山
と
海
と
環
境
が
異

な
り
、
距
離
も
離
れ
て
い

る
が
、
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ

の
頭
骨
と
い
う
不
思
議
な

縁
で
繋
が
っ
た
。
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介
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Ｈ
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Ｗ
Ｗ
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携
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

震
災
後
は
義
援
金
募
金
活

動
、
班
活
動
を
通
じ
た
支

援
（
剣
道
班
や
野
球
班
な

ど
が
招
待
、
練
習
試
合
な

ど
で
交
流
）
の
ほ
か
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
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Ｏ
Ｂ
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。
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携
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友
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Ｔ
Ａ
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で
引
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き
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進
し
て
ほ
し
い
。（
深
町
）

対談する田原氏（左）と堀内氏（右）

ベンチにすわる清水さん

ニホンオオカミの頭骨
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紐
な
し
で
繋
が
る「
筒
け
ん
」コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪

90
期
　
清
水
　
　
悟さ

と
る 

さ
ん

苗
会
社
勤
務
、と
庭
つ
く
り
を

助
け
て
く
れ
る
人
材
が
い
て
、

雨
水
は
大
き
な
貯
水
槽
に
貯

め
て
使
う
と
か
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
留
学
経
験
の

あ
る
娘
さ
ん
と
、シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
生
家
の
庭
を
見
て
、こ

れ
く
ら
い
の
広
さ
な
ら
自
分
で

も
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
そ
う
で
す
。

　
「
親
子
の
理
想
は
、イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
。加
え
て

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
に

で
て
く
る
植
物
を
網
羅
し
て

み
た
い
。雑
草
も
花
の
う
ち
。

草
む
し
り
の
対
象
は
、タ
ン
ポ

ポ
と
ク
ロ
ー
バ
ー
だ
け
」と
の

こ
と
で
す
。

　

実
際
は
標
高
750
メ
ー
ト
ル

の
地
で
は
冬
の
寒
さ
と
北
風
で

思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
が

多
い
そ
う
で
す
。イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
に
必
須
の
リ
ン

ゴ
の
木
は
、植
え
て
も
虫
の
被

害
で
と
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
の

だ
と
か
。

　

清
水
さ
ん
の
庭
は
、明
神
館

か
ら
歩
い
て
５
分
と
言
わ
れ

た
の
に
、道
に
迷
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。ハ
ウ
ス
で
花
の
苗
を

作
っ
て
い
る
人
に
尋
ね
る
と
、

あ
の
辺
は
別
世
界
だ
か
ら
わ

か
ら
な
い
よ
と
、言
わ
れ
ま
し

た
。イ
ギ
リ
ス
の
郊
外
に
似
て

い
る
一
画
で
し
た
。�

（
星
野
）

　

子
ど
も
は
ゲ
ー
ム
ば
か
り
、

親
も
ス
マ
ホ
ば
か
り
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

な
い
、
と
い
う
ご
家
庭
が
最

近
多
い
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

大
人
も
子
ど
も
も
ハ•

マ•

る•

上

田
市
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
ト
イ

を
交
流
の
き
っ
か
け
に
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

清
水
さ
ん
は
け
ん
玉
名
人
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
の
け
ん

玉
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
さ
れ

る
ほ
ど
の
腕
前
で
す
。
そ
ん

な
清
水
さ
ん
は
長
年
の
け
ん

玉
の
経
験
を
元
に「
筒
け
ん
」

を
発
明
し
ま
し
た
。
筒
け
ん

は
ポ
ッ
プ
な
色
合
い
と
工
夫

さ
れ
た
構
造
で
、
従
来
の
け

ん
玉
よ
り
も
遥
か
に
簡
単
に

遊
べ
ま
す
。
全
身
の
協
調
運

動
や
視
覚
の
運
動
と
し
て
も

優
れ
、
学
校
で
の
導
入
や
地

域
自
治
体
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
も
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
け
ん
玉
愛
好
者
の
み

な
ら
ず
保
育
・
教
育
関
係
者
、

高
齢
者
福
祉
関
係
者
に
ま
で

筒
け
ん
を
楽
し
み
、
活
用
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

筒
け
ん
に
は
紐
は
あ
り
ま

せ
ん
。
紐
か
ら
解
放
さ
れ
た

こ
と
で
、
世
代
を
超
え
て
複

数
人
で
遊
ぶ
こ
と
が
可
能
で

す
。
専
門
家
か
ら
も
高
く
評

価
さ
れ
、
グ
ッ
ド
・
ト
イ
２

０
２
１
「
多
世
代
交
流
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
紐
を
使

わ
ず
縁
を
結
ぶ
上
田
発
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
筒
け
ん
。

今
年
10
月
12
、
13
日
に
は
上

田
で
筒
け
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
今
の
う
ち
か
ら
腕

を
磨
い
て
お
い
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。�

（
倉
沢
）
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Ｔ
Ａ
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ベンチにすわる清水さん5連筒けん、筒けん、けん玉を持つ清水さん

ニホンオオカミの頭骨

10月19日㈯大勢のご参加をお待ちしています。
還暦祝を兼ねて大会を盛り上げましょう!!

会員大会
理　　　事	 中村　和宏（５組）	 　 代表代議員	 丸山　忠宏（５組）
代　議　員	 小澤　栄子（１組）	 掛川　理恵（１組）	 中村　秀幸（２組）
	 緑川　直彦（２組）	 小池　　徹（２組）	 堀部　俊行（３組）
	 小林　利佳（５組）	 宮阪　和幸（８組）
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同
期
会
だ
よ
り

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
班

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
班
は
Ｏ
Ｂ

約
350
人
、
Ｏ
Ｇ
約
230
人
で
現

役
チ
ー
ム
の
支
援
や
、
１
月

３
日
に
現
役
生
と
「
新
年

ボ
ー
ル
つ
き
始
め
」
の
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
通
常
の

活
動
支
援
金
に
加
え
、
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
新
調
に
伴
う
資
金

援
助
も
行
い
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
限
ら
ず
、

ど
の
競
技
に
お
い
て
も
練
習

を
重
ね
、
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
で
き
た
時
、
ス
キ
ル
が

一
段
階
上
達
し
た
時
、
選
手

は
一
層
そ
の
競
技
に
ハ
マ
る

も
の
で
す
。

　

現
役
生
に
は
、
短
い
高
校

生
活
で
す
が
、
ぜ
ひ
そ
の
瞬

間
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。�（
78
期　

柳
澤　

博
）

◆
硬
式
庭
球
班

　

硬
式
庭
球
班
Ｏ
Ｂ
会
は
、

70
期
の
小
林
洋
一
氏
を
会
長

に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
令
和

２
年
か
ら
は
活
動
を
休
止
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
毎

年
夏
に
現
役
生
を
交
え
て
の

試
合
の
開
催
と
現
役
部
員
へ

の
指
導
、
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
初
代
顧
問
の
故 

安
江
昭
祐
先
生
の
呼
び
か
け

に
よ
り
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、

累
計
51
回
を
数
え
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
中
心
メ
ン

バ
ー
が
50
代
後
半
で
、
若
い

世
代
の
参
加
者
が
少
な
い
の

が
目
下
の
悩
み
で
す
。
個
人

競
技
の
た
め
連
帯
感
が
薄
い

の
が
原
因
か
、
と
も
感
じ
て

い
ま
す
。

　

テ
ニ
ス
は
一
生
涯
続
け
ら

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、

Ｏ
Ｂ
同
士
で
一
生
の
お
付
き

合
い
が
で
き
る
と
い
う
魅
力

も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
収
束

を
機
に
今
年
は
再
開
に
こ
ぎ

つ
け
た
い
も
の
で
す
。

（
75
期　

櫻
井　

雅
之
）

【
62
期
】

　

昭
和
39
年
、
母
校
を
巣

立
っ
た
私
共
62
期
生
は
本
年

卒
業
60
周
年
を
迎
え
た
。

　

62
期
の
同
期
会
活
動
は
、

全
国
同
期
会
と
し
て
40
・

45
周
年
に
東
京
で
開
催
し

た
。
50
周
年
に
は
地
元
上
田

に
て
開
催
。
記
念
事
業
と
し

て
文
集
の
発
行
、
同
窓
会
へ

の
寄
付
等
を
行
っ
た
。
55
周

年
は
新
元
号
「
令
和
」
を
祝

う
会
と
し
た
。
60
周
年
と
な

る
本
年
は
再
び
上
田
に
県
内

外
よ
り
63
人
が
集
合
。
祝
宴

は
同
期
全
員
の
健
闘
を
祝
し

て
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
大
盛

会
と
な
っ
た
。
元
合
唱
班
メ

ン
バ
ー
の
リ
ー
ド
に
よ
り
凱

歌
・
讃
歌
を
熱
唱
し
て
最
後

の
同
期
会
は
終
了
し
た
。

（
柄
澤　

堯
）

【
72
期
】

　

わ
が
同
期
の
近
況
で
は
、

3
月
に
代
表
代
議
員
を
務
め

て
く
れ
た
金
子
義
幸
氏
が
残

念
な
こ
と
に
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
多
く
の
同

期
・
恩
師
が
他
界
し
て
い
ま

す
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
後
任
と
し

て
私
が
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
甲
田
英
俊
氏
も
副

理
事
長
の
任
を
降
り
ら
れ
ま

し
た
。
同
期
を
代
表
し
て
ご

慰
労
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
卒
業
50
年
の
節
目

の
年
で
あ
り
、
72
期
と
し
て

学
校
へ
の
記
念
品
贈
呈
に
取

り
組
む
予
定
で
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

（
宮
川　

直
）

【
82
期
】

　

上
田
高
校
を
卒
業
し
て
、

早
40
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
82
期
も
、
人

生
の
大
き
な
節
目
の
年
と
な

る
還
暦
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
10
月
19
日
㈯
上
田
東

急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
に
て
上
田

高
校
同
窓
会
の
会
員
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
同

期
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
さ
ら
に
多
く

の
旧
友
の
皆
さ
ん
に
も
お
声

が
け
を
頂
き
、
よ
り
一
層
同

期
の
繋
が
り
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
宮
島　

聖
二
）

96期の皆様へ
お元気にお過ごしでしょうか ?
今年度は私たちが会員大会の当番期となります。
同期の皆様の多数の参加、御協力をお願いいたします。

代表代議員：佐口　哲也（1 組）　　代議員：山口　幸彦（8 組） 　　大塚　哲也（9 組）

【
92
期
】

　

92
期
は
卒
業
後
30
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
振

り
返
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の

30
年
で
し
た
が
、
今
で
も
高

校
時
代
の
思
い
出
は
色
あ
せ

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

卒
業
後
、
同
窓
会
と
し
て

特
別
な
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
創
立
120
周
年

記
念
事
業
を
き
っ
か
け
に

２
０
２
０
年
１
月
２
日
に
同

窓
会
を
開
催
し
、
恩
師
の
皆

さ
ま
含
め
総
勢
90
人
で
旧
交

を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
寄
付
も
100
人
の
皆
さ
ま

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
に
は
当
番
期

が
控
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ま
た
同
期
で
集
ま
っ
て
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
斉
藤　

達
也
）

1998（平成10）年3月卒業

卒業20周年同期会を支援します
　同窓会では、卒業20周年を迎えら
れた期の皆様が記念の同期会等を開催
される際には支援をしてまいりました。
しかしながら、新型コロナ禍の影響によ
り、2018年の96期の開催を最後に事
務局からも当該期の皆様に積極的なお
声がけができず、開催されておりません。
　既に20周年を迎えられた97・98・
99・100・101期の皆様、また今年20
周年を迎えられる102期の皆様、自
由な往来や交流が可能になった今、記
念同期会で旧交をあたためませんか?　
事務局でご協力もさせていただきます
ので、ぜひお声掛け下さい。
TEL.0268-22-3146
E-mail: uhd@ueda.ne.jp
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２
０
２
４
年
度

　
　
　

年
会
費
納
入
に
つ
い
て

～
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済
利
用
が
可
能
で
す
～

連
絡
先
住
所
等
変
更
届
の

送
付
に
つ
い
て

　

連
絡
先
や
住
所
等
が
変
更
に

な
っ
た
方
は
、
裏
面
の
《
連
絡

先
住
所
等
変
更
届
》
に
ご
記
入

の
う
え
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
て
同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
経
費
節
減
の
た
め
、

で
き
ま
し
た
ら
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
氏
名
、

お問い合わせ・送付先
一　　般
社団法人	上田高等学校同窓会
	 事務局（同窓会館内）
〒386-0024	上田市大手1-9-8
　TEL./FAX.0268-22-3146
　E-mail: uhd@ueda.ne.jp

実際に居住するご住所を
お知らせください !!

　郵便局では、その住所に宛名の本人が住んでい
ることが配達の基準になります。
　A（保護者など）様方B（本人）様とあっても、
Bの在住を郵便局で確認していなければ基本的に
配達しないという決まりだそうです。
　会報のお届けが確実にできるよう、現住所をご
連絡ください。ご協力をお願いします。

住
所
等
の
必
要
事
項
を
裏
面
の

《
連
絡
先
住
所
等
変
更
届
》
に

準
じ
て
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

ｅ
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
の
場
合

　

受
信
確
認
返
信
メ
ー
ル
に
四

季
折
々
の
校
門
の
写
真
を
添
付

い
た
し
ま
す
。

※
上
田
高
等
学
校
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

右
肩
の
ア
ド
レ
ス
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
ア
ド
レ
ス（uhd@

ueda.ne.jp

）
が
打
ち
込
ま

れ
た
状
態
で
メ
ー
ル
ソ
フ
ト

が
立
ち
上
が
り
ま
す
。
上
田

高
等
学
校
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、「
上
田
高
校
同

窓
会
」
で
検
索
し
て
い
た
だ

く
と
す
ぐ
に
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
事
業
運
営
は
、
同

窓
生
各
位
か
ら
納
入
さ
れ
ま
す

年
会
費
を
主
な
財
源
と
し
て
お

り
、
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
年

会
費
は
、
同
窓
会
活
動
は
も
と

よ
り
、
公
益
目
的
事
業
と
し
て

在
校
生
の
学
力
向
上
や
学
習
環

境
整
備
な
ど
、
母
校
の
教
育
振

興
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
引
き

続
き
、
よ
り
多
く
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
年
会
費
納
入
が
よ
り
簡

便
に
で
き
る
よ
う
に
、
昨
年
８

月
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
納
入
を
、
そ
し
て
今
年
８

月
か
ら
は
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
い
た
し

ま
し
た
。
納
入
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
経
費
削
減
の
た
め
、既
に「
終

身
会
費
・
年
会
費
を
納
入
さ

れ
て
い
る
方
」
お
よ
び
金
融

機
関
の
「
口
座
振
替
手
続
を

さ
れ
て
い
る
方
」
に
も
発
送

専
用
の
払
込
用
紙
を
一
律
同

封
し
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◎
年
会
費

　

１
口　

２
、０
０
０
円
以
上

◎
終
身
会
費

80
歳
以
上
で
一
括
５
、０
０
０

円
以
上
納
入
さ
れ
ま
す
と
、

次
年
度
以
降
の
年
会
費
は
免

除
と
な
り
ま
す
。

◎
納
入
方
法

１　

同
封
の
「
郵
便
局
・
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
専
用
払
込
取
扱

票
」
で
の
お
払
込
み

お
近
く
の
郵
便
局
に
て
納
入

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
手
数
料
は
同
窓
会
負
担
。（
納

入
者
負
担
と
な
っ
て
い
た
窓

口
で
の
現
金
納
入
に
伴
う
手

数
料
は
昨
年
11
月
に
廃
止
さ

れ
ま
し
た
）

２　

同
封
の
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
専
用
払
込
票
」
で

の
お
払
込
み

※
手
数
料
は
同
窓
会
負
担

次
の
２
通
り
の
方
法
が
ご
ざ

い
ま
す
。

⑴　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
納
入

⑵　

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済
で

の
納
入（

今
年
８
月
よ
り
）

　
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
専
用
払
込
票
」
に
印
字
さ

れ
て
い
ま
す
バ
ー
コ
ー
ド
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
決
済
ア

プ
リ
（
注
一
）
に
て
読
込
み
、

納
入
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
店
頭
へ
行
か
な
く

て
も
、
自
宅
で
納
入
が
可
能

で
す
。（
注
二
）

（
注
一
）
楽
天
ペ
イ
／
ｄ
払
い
／

au PA
Y

／
楽
天
銀
行
コ
ン

ビ
ニ
支
払
／J-Coin

請
求
書

払
い
／PayB

／
銀
行Pay

／LINE Pay

（
２
０
２
５
年

４
月
末
で
取
扱
い
終
了
）
で
ご
利

用
で
き
ま
す
。

（
注
二
）
ア
プ
リ
決
済
で
納
入
し

た
あ
と
で
も
コ
ン
ビ
ニ
か
ら

払
込
み
で
き
て
し
ま
い
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

※
こ
の
払
込
票
は
金
額
訂
正
が

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
２
口
以

上
納
入
し
て
い
た
だ
け
る
場

合
は
「
郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
専
用
払
込
取
扱
票
」
を

利
用
い
た
だ
く
か
、
後
記
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

３　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

で
の
納
入

「
一
般
社
団
法
人
上
田
高
等

学
校
同
窓
会
」
Ｈ
Ｐ
の
リ
ン

ク
先
か
ら
、
ま
た
は
左
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
読
み
込
ん
で
「
上
田
高

等
学
校
同
窓
会
年
会
費
納
入

サ
イ
ト
」
に
お
入
り
い
た
だ

き
、
納
入
す
る
方
法
で
す
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
納

入
が
可
能
で
す
。

４　

口
座
振
替
で
の
納
入

年
会
費
の
口
座
振
替
を
取
り

扱
っ
て
い
る
金
融
機
関
は
次

の
と
お
り
で
す
。

⑴　

八
十
二
銀
行

⑵　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

⑶　

上
田
信
用
金
庫

⑷　

三
井
住
友
銀
行

（
引
落
し
時
期
は
４
行
全
て
毎

年
10
月
下
旬
に
な
り
ま
す
）

口
座
振
替
で
の
年
会
費
納
入

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
裏
面
の

「
年
会
費
口
座
振
替
申
込
書
」

を
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
折
り
返
し
、
必
要
書

類
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

※
お
願
い

金
融
機
関
へ
の
振
替
請
求
手

続
き
の
関
係
上
、「
年
会
費
口

座
振
替
申
込
書
」は
、２
０
２
４

年
８
月
末
ま
で
に
到
着
す
る

よ
う
お
送
り
く
だ
さ
い
。

５　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行

（
旧
東
洋
信
託
銀
行
）
の
「
特

約
付
金
銭
信
託
」
に
よ
り
年

会
費
を
納
入
さ
れ
て
い
る
皆

様
へ
の
お
願
い

同
行
の
金
銭
信
託
か
ら
の
年

会
費
引
落
し
に
つ
き
ま
し
て

は
、
預
託
金
が
僅
少
と
な
っ

た
た
め
、
年
会
費
の
引
落
し

が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。
預
託
金
の
残
高

等
を
ご
確
認
の
う
え
、
前
記

の
他
の
方
法
に
よ
る
年
会
費

の
納
入
へ
の
ご
変
更
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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年会費口座振替申込書
次の何れかの金融機関に、○印を付けてください。

１．八十二銀行　　２．ゆうちょ銀行　　３．上田信用金庫　　４．三井住友銀行

＊口座振替時期は、八十二銀行・ゆうちょ銀行・上田信用金庫・三井住友銀行の 4行全て、
10 月下旬を予定しております。

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　期　　　　組）

〒　　　　　　　　

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

携帯（　　　　）　　　　－　　　　　　　TEL.（　　　　）　　　ー

注　金融機関への振替請求手続の関係上、この「年会費口座振替申込書」は、2024 年 8 月末まで
に到着するようお送りください。

キ　リ　ト　リ　セ　ン

	 連絡先住所等　変更届� 年　　月　　日　　記入

卒 業 年 次 大・昭・平・令　　　　年卒業　　第　　　　期　　　　組
ふ り が な 性別

氏 名
男
女（旧姓） （旧名）

勤 務 先
職業又は
在籍学校

勤　務
在学中

TEL.（　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　－

現 住 所

〒　　　　　　　　　　

携帯（　 　　　）　　　　　－　　　　　　　　TEL.（　　　　　　）　　　　　－
E-mail

出 身 地
（帰省先）

〒　　　　　　　　　　

連絡先TEL.（　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　－

最終学校名 大　学・大学院
短大・専門学校

学部
学科

所 属 班 　班
同好会

　班
同好会

※上記に変更のあった場合、必ずお知らせくださるようお願いします。
※物故のご連絡は、逝去された年月日をご記入ください。

→　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　ご逝去
TEL ／ FAX　0268-22-3146　E-mail: uhd@ueda.ne.jp



（9）2024 年（令和 6年）8月 1日	 上田高等学校同窓会報�

母
校
の
班
活
動
紹
介

文化班 大　会　名　／　結　果　詳　細
新 聞 第 47 回全国高等学校総合文化祭鹿児島大会出場

放 送
第 47 回全国高等学校総合文化祭鹿児島大会　朗読部門　伊藤美実③　審査員特別賞
第 20 回北信越高等学校選抜放送大会　アナウンス部門　齊藤天志②　優秀賞
　ビデオメッセージ部門　「眺めるだけじゃないカカワレルタナダ」優秀賞
NHK 高校放送コンテスト全国大会　アナウンス部門　久保井香月③　準決勝進出

化 学 第 11回北信越地区高等学校自然科学部研究発表会　研究奨励賞、全国岐阜総文祭（2024）　県代表
棋 道 第 47 回全国高等学校総合文化祭鹿児島大会　女子団体　全国 7 位・本選出場

文 芸 第 47 回全国高等学校総合文化祭鹿児島大会出場　散文部門・詩部門
第 38 回全国高等学校文芸コンクール　詩部門 優良賞 齊藤利奈③、文芸誌部門 優良賞「松尾文藝」

室 内 楽
第 47 回全国高等学校総合文化祭鹿児島大会出場 　器楽・管弦楽部門
　長野県高等学校選抜オーケストラとして 11人参加
第 30 回全国高等学校選抜オーケストラフェスタ　全国選抜オーケストラの一員として参加

書 道 第 47 回全国高等学校総合文化祭鹿児島大会　石井しなの③　菅公賞

ク イ ズ
AQL2023 北陸甲信越リーグジュニアの部　団体 1位
AQL2023 全国大会ジュニアの部　団体 24 位
第 6 回ニュース・博識甲子園　全国 3 位

美 術 第 48 回全国高等学校総合文化祭選出　山本花梨乃②
吹 奏 楽 第 21回ジュニア打楽器アンサンブルコンクール全国大会　最優秀賞

現 代 音 楽 第 19 回長野県高等学校軽音楽県フェスティバル PowerLive2023KF
最優秀賞　狂風（全国大会へ）

ダ ン ス
高等学校ダンスドリル選手権 2023 甲信越大会　HIPHOP 女子部門 Large 編成　1位
全国高等学校ダンスドリル選手権大会　HIPHOP 女子部門 Large 編成　3 位
令和 5 年度ダンスドリル秋季競技大会甲信越大会　HIPHOP 女子部門 Large 編成　1位
第 15 回全国高等学校ダンスドリル冬季大会　HIPHOP 女子部門 Large 編成　3 位

運動班 成　　　　　　　　績
ソ フ ト テ ニ ス 令和 5 年度北信越高等学校ソフトテニス選手権大会　齋藤榛③・浅木優③　ベスト 32
剣 道 令和 5 年度北信越高等学校総合体育大会剣道競技　個人戦　花村瑠美奈③　2 回戦進出
柔 道 令和 5 年度北信越高等学校総合体育大会柔道競技大会出場　女子団体

水 泳
令和 5 年度北信越高等学校総合体育大会水泳競技大会出場
箕輪一輝①　100m バタフライ、200m バタフライ
白井稜久③・梅田瑛士②・赤穂響生②・小林想羽①・箕輪一輝①　男子 4 ×100m メドレーリレー

101期の皆様 !
今年は会員大会の当番期となります。
より一層のご協力とご参加をよろしくお願いいたします。

代表代議員：東方　亮介（１組）
　　代議員：安部　裕介（１組）　林　　宏樹（５組）　寺島　　薫（７組）
　　　　　　荻原　佳祐（２組）　宮入　直道（６組）　西沢　正樹（８組）
　　　　　　柳沢　崇文（４組）　中村　映舞（６組）　塩本　真崇（９組）

各班の主な成績・戦績
（令和5年度）

☆
剣
道
班

　

私
た
ち
剣
道
班
は
、
班
員

12
人
で
日
々
の
稽
古
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
決
し
て
楽

で
は
な
い
練
習
を
毎
日
皆
で

乗
り
越
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

剣
道
班
の
〝
仲
の
良
さ
〟
と

い
う
も
の
が
大
き
く
関
係
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
２
・
３
年
で
築

い
て
き
た
、〝
学
年
の
隔
た

り
が
な
い
関
係
〟
と
い
う
中

に
１
年
生
も
迎
え
入
れ
、
班

の
雰
囲
気
は
さ
ら
に
良
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

夏
の
大
会
ま
で
、
毎
日
の

練
習
を
盛
り
上
げ
、
班
全
体

で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
班
長　

竹
花　

妃ひ

莉ま
り

）

☆
室
内
楽
班

　

昨
年
度
は
校
内
外
で
活
動

の
場
が
大
き
く
広
が
り
、
夏

に
は
「
か
ご
し
ま
総
文
祭
」

参
加
、
秋
に
は
同
窓
会
で
の

演
奏
に
も
招
待
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
弦
楽
器
を
始

め
て
わ
ず
か
一
年
で
大
曲
に
挑

戦
す
る
こ
と
に
な
る
班
員
も

多
く
、
日
々
試
行
錯
誤
の
連

続
で
は
あ
り
ま
す
が
、
班
員

一
同
、
音
楽
に
真
っ
直
ぐ
に
向

き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
４
月

に
開
催
し
た
第
26
回
定
期
演

奏
会
は
そ
の
集
大
成
で
あ
り
、

今
ま
で
の
努
力
が
報
わ
れ

た
瞬
間
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
室
内
楽

班
の
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
技
術
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
音
楽
に

よ
る
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
練
習
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
応
援
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
班
長　

竹
下　

陽
子
）

☆
文
芸
班

　

第
38
回
全
国
高
等
学
校

文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

「
松
尾
文
藝
」
が
部
誌
部
門
の

優
良
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
い
て
の
受
賞

で
す
。
ま
た
、
詩
部
門
で
も

122
期
生
の
齊
藤
利
奈
さ
ん
が

優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

齊
藤
さ
ん
の
受
賞
作「Lily’s 

Lyric N
ote

」は
男
女
不
平

等
な
社
会
へ
の
違
和
感
か
ら

生
ま
れ
た
力
強
い
作
品
で
す
。

選
評
で
は
「
自
分
の
意
思
は

あ
る
心
は
硬
い　

女
は
真
っ

赤
な
金
魚
じ
ゃ
な
い
」
が
特

に
秀
逸
な
一
節
と
し
て
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
松
尾
文
藝
」
は
、
読
み

応
え
の
あ
る
作
品
が
多
く
、

多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を

網
羅
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
て
の
受
賞
で
し
た
。

　

文
芸
班
で
は
、今
年
も「
松

尾
文
藝
」
の
制
作
に
向
け
、

班
員
た
ち
が
小
説
・
詩
・
俳

句
・
短
歌
・
戯
曲
な
ど
様
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
創
作
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
互
い
の

作
品
に
つ
い
て
活
発
に
感
想

を
出
し
合
い
、
磨
き
合
う
姿

が
頼
も
し
い
で
す
。

　
「
松
尾
文
藝
」
は
松
尾
祭

で
販
売
し
ま
す
。
是
非
お
手

に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
顧
問　

中
山　

希
久
子
）

③ 3 年　② 2 年　① 1 年

班長：柳琴葉さんと副班長：鈴木壮平さん（123期）
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学
習
指
導
要
領

改
訂
前
の
大
学
入
試

【生徒数】	 母 校 の 状 況� ［令和６年度］

全 定 制 全　日　制 定　時　制
学　年 １年 ２年 ３年 計 １年 ２年 ３年 ４年 計

クラス数 8 8 8 24 1 1 1 1 4

生
徒
数

男 147 141 172 460 4 14 16 2 36

女 175 177 144 496 19 9 10 1 39

計 322 318 316 956 23 23 26 3 75

生徒数：全定合計1,031人（男496人・女535人）　教諭・講師87人　事務職員・助手12人
校長：宮下　美和　　全日制教頭：阿部　力　　定時制教頭：横田　真　　事務長：松本　明久

■ 2024 年度入試 合格校一覧� （2024 年 3 月卒業生及び過年度生・2024.4.22 現在）

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

編
集
委
員

広報担当
副理事長 安齋　理江（80）

委 員 長 深町比呂志（77）

副委員長 田口　敬祐（73）

委 員 星野　郁雄（71）

〃 松井　一明（74）

〃 川端　知恵（75）

〃 土屋　章子（76）

〃 小柳　奈己（86）

〃 倉沢進太郎（107）
編集広告
担当役員 中村　和宏（81）

進
路
指
導
主
事　

甲
田　

泰
広

　

日
頃
、
同
窓
生
の
皆
様
に

は
本
校
の
教
育
に
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
春
の
卒
業
生
は
前
学
習

指
導
要
領
の
最
後
の
大
学
入

試
と
な
っ
た
学
年
で
す
。
全

国
的
に
「
安
全
志
向
」
の
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、

志
望
動
向
に
は
例
年
と
大

き
な
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
本
校
生
も
最
後
ま
で

自
分
の
志
望
を
貫
こ
う
と
し

た
生
徒
が
多
く
、
国
公
立
大

学
に
152
人
、
私
立
大
学
に
の

べ
447
人
合
格
し
ま
し
た
。
ま

た
過
年
度
生
の
健
闘
も
あ
り
、

現
浪
合
わ
せ
て
東
大
を
は
じ

め
京
大
、
大
阪
大
、
東
北
大

な
ど
の
旧
帝
大
す
べ
て
に
合

格
者
が
あ
り
ま
し
た
。
医
学

部
医
学
科
は
国
公
立
大
で

は
信
大
に
３
人
、
富
山
大
１

人
、
ほ
か
私
立
大
で
も
複
数

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
薬
学
系
に
30
人
近

く
、
農
学
系
は
20
人
以
上
合

格
が
あ
っ
た
の
が
特
徴
的
で

し
た
。
こ
れ
ら
は
同
窓
生
の

皆
様
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の

も
あ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

変
動
の
世
の
中
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
今
後
も
時
代
に
即

学校名 現役 既卒
●国立大学計 120 18
北海道 3 1
帯広畜産 1
東北 3 2
福島 1
茨城 2
筑波 2
宇都宮 2
群馬 8
埼玉 3 1
千葉 4 1
電気通信 2
東京 1
東京医科歯科 1
東京外国語 2
東京学芸 5
東京工業 1
東京農工 2 1
横浜国立 3 1
新潟 5
富山 15 2
金沢 11 1
福井 2
山梨 2
信州 25 2
静岡 5 1
名古屋 2
滋賀 1
京都 1
大阪 3 1
神戸 1
広島 1
徳島 1
高知 1 1
九州 1
●公立大学計 32 7
旭川市立 1
群馬県立女子 1
高崎経済 4
前橋工科 2
茨城県立医療 1
埼玉県立 2
東京都立 4

学校名 現役 既卒
横浜市立 3 2
長岡造形 1
新潟県立 3
新潟県立看護 1
富山県立 1 1
都留文科 2 2
長野県看護 1
長野県立 4
諏訪東京理科 1
岐阜薬科 1
愛知県立芸術 1

●私立大学計 447 88
酪農学園 1
岩手医科 1
国際医療福祉 5 1
自治医科 1
群馬パース 2
高崎健康福祉 8
浦和 2
城西 1
埼玉医科 1
獨協 1
日本医療科学 1 1
文教 10
常磐 2
秀明 1
淑徳 1
千葉工業 7 2
中央学院 2
青山学院 6 2
亜細亜 1
桜美林 1
大妻女子 2
学習院 2 1
北里 11 2
杏林 2
慶應義塾 1 1
工学院 4 1
國學院 4 1
国際基督教 1
国士舘 1
駒澤 9

学校名 現役 既卒
実践女子 1
芝浦工業 8 2
順天堂 14
上智 3
昭和 1
昭和薬科 6
成蹊 2
成城 1
専修 13
大東文化 5 2
玉川 4
多摩美術 3
中央 21 1
津田塾 3
帝京 1
東海 5 1
東京音楽 2
東京家政 1
東京経済 2
東京工科 4
東京工芸 2
東京女子 3
東京造形 2
東京電機 2 2
東京都市 4
東京農業 14
東京薬科 1
東京理科 5 2
東邦 6
東洋 21 12
日本 9 3
日本女子 2
文化学園 1
法政 33 2
星薬科 6
武蔵 2
武蔵野 8 1
武蔵野美術 5
明治 19 4
明治学院 5
明治薬科 2
明星 5 2
立教 10 5

学校名 現役 既卒
立正 2
早稲田 5 2
神奈川 7 2
神奈川工科 2
関東学院 1
相模女子 2
横浜美術 1
新潟医療福祉 2
金沢学院 1
金沢工業 8 1
北陸学院 1
山梨学院 1
佐久 4
清泉女学院 4
長野保健医療 4
松本 2 1
岐阜聖徳学園 2
愛知学院 6
椙山女学園 2
中京 2
名古屋外国語 4
南山 2
長浜バイオ 1
京都産業 3
京都女子 3
同志社 3
佛教 1
立命館 10 8
龍谷 1 2
大阪芸術 1
関西 1
近畿 10 1
関西学院 4 1
甲南大学 2
神戸薬科 1
自治医科大学 1
私立短期大学 1 2
海外進学（準備も含む） 3
防衛医科大学校 1
専門学校等 3
専門学校等 5
就職

●
期
別
寄
付

★
64
期　

海
外
研
修
支
援
金
と
し

て
母
校
へ

�

１
３
９
，８
０
１
円

●
篤
志
寄
付　
※
敬
称
略

★
58
期　

同
窓
会
へ

�

８
０
，４
０
２
円

★
山
口　

博（
79
期
）　

同
窓
会
へ

�

５
０
，０
０
０
円

昭和53年3月卒業

今年の会員大会は
10月19日㈯開催です。
奮っての参加、お願いします。

し
た
人
材
育
成
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
支
援
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
寄
贈
図
書

（
令
和
５
年
６
月
～
６
年
５
月
）
※
敬
称
略

★
人
を
動
か
す
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
ク
タ
ー
実
践
手
法

山
口　

博
（
79
期
）

★
運
を
引
き
寄
せ
る
宇
宙
の
法ル

ー
ル則　

他
2
冊�

押
金　

美
和
（
94
期
）

★
小
宮
山 

栄
（
54
期
）
著

　

箸
の
は
な
し
を
聞
い
て
く
れ

　

他
4
冊�

赤
池　

三
男
（
58
期
）

★
松
平
和
久
（
21
期
）
著
作
集
（
一
）

古
川　

敏
子
（
66
期
）

★
堀
内
泰
（
60
期
）
著

　

真
田
三
代
記 

上
・
下

日
置　

勇
二
（
60
期
） 

★
卒
業
ア
ル
バ
ム JUMP UP 

　

TO YOUR BRILLIANT FUTURE 2024

第
122
期
卒
業
生

★
川
上　

元
（
60
期
）
遺
品

　

松
籟　

第
5
・
6
・
7
号

　

他
2
冊�

和
根
崎　

剛
（
86
期
）

★
結
果
を
出
す
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー

が
や
っ
て
い
る
こ
と

五
十
嵐　

剛
（
80
期
）

●
販
売
図
書
の
ご
案
内

　

お
申
込
み
は
同
封
郵
便
振
替
用
紙
で

★
上
田
高
校
百
年
史

　

１
，５
０
０
円
（
送
料
込
）

★
上
田
高
校
も
の
が
た
り

　

１
，５
０
０
円
（
送
料
込
）

★
上
田
高
校
史

①
草
創
編　
　

②
中
学
前
編

③
中
学
後
編　

④
高
校
第
一
篇

　

各
一
冊
１
，５
０
０
円
（
送
料
込
）

★
校
歌
等
Ｃ
Ｄ

　

１
，０
０
０
円
（
送
料
込
）

★
復
刻
版

　

母
校
の
思
い
出
（
Ｃ
Ｄ
）

※
創
立
60
周
年
を
記
念
し
て
作
成

さ
れ
た
ソ
ノ
シ
ー
ト
を
、
デ
ジ

タ
ル
音
源
化

　

１
，０
０
０
円
（
送
料
込
）

　

尚
、
今
年
４
月
か
ら
の
配
達
運
賃

値
上
げ
に
伴
い
、
書
籍
送
料
値
上

げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。


